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「子
ど
もと
産
業の未
来
を
育
む
」予
算
!14年度予算(案)に

ついては予算課へ
3880 ―5814

1
4年
度
の
予
算
(
案
)
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

総
額
は
3
千
3
2
4
億
円
余
り
と
な
り
、
そ
の
う
ち
一
般
会
計

は
千
9
5
6
億
円
で
、
1
3年
度
に
引
き
続
き
マ
イ
ナ
ス
予
算
と
な

り
ま
す
(
2
面
、
図
1
参
照
)
。

1
4年
度
は
6
つ
の
施
策
を
柱
に
予
算
を
組
み
、
特
に
「
子

ど
も
」
と
「
産
業
・
雇
用
」
に
重
点
に
置
き
ま
し
た
。

1
面
で
は
、
そ
の
一
例
を

紹
介
し
、
2
・
3
面
で
は
、
6

つ
の
柱
に
分
け
て
事
業
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

14年度予算( 案) 　
『6 つの柱』

子
ど
も
施
策

都
市
型
産
業
・
雇
用
施
策

高
齢
社
会
施
策

ま
ち

づ
く
り
施
策

環
境
施
策

電
子
自
治
体
化
施
策

多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
で
、

待
機
児
0
(
ゼ
ロ
)
を
め
ざ
し
ま
す

認
証
保
育
所
・
保
育
マ
マ
の
拡
充
な
ど

3
億
8
9
2
万
円

保
育
を
必
要
と
し
て
い
る
の
に
預

け
る
こ
と
が
で
き
ず
空
き
待
ち
を
し

て
い
る
児
童
「
待
機
児
」
の
解
消
を

緊
急
的
課
題
と
位
置
づ
け
、
認
証
保

育
所
の
新
設
を
は
じ
め
、
多
様
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
、
様
々
な

手
法
で
待
機
児
を
解
消
し
ま
す
。

①
認
証
保
育
所
の
拡
充
(
2
6
7
人
)

②
家
庭
福
祉
員
(
保
育
マ
マ
)
の
充

実
(
3
9人
)

③
あ
や
せ
保
育
園
の
増

築
(
3
0人
)
、
で
合
計
3
3
6人
の
定
員
を

拡
大
し
ま
す
。
ま
た
、
関
屋
幼
稚
園

跡
施
設
を
改
修
し
定
員
6
5人
の
保
育

園
(
1
5年
4
月
開
設
予
定
)
を
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
あ
や
せ
保
育
園
に
お
い

て
、
病
後
児
保
育
や
一
時
保
育
な
ど

の
、
新
た
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
す
。

「
わ
か
る
授
業
」
を
す
す
め
、

学
校
を
ま
す
ま
す
楽
し
く
し
ま
す

「
わ
か
る
授
業
」の
推
進
・
I
T
環
境
整
備

1
億
3
千
5
1
4
万
円

こ
れ
ま
で
、区
民
参
画
に
よ
る
「
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
」を
は
じ
め
「
学

校
選
択
の
自
由
化
」「
魅
力
あ
る
教
育

環
境
整
備
」
な
ど
の
学
校
改
革
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

1
4年
度
に
は
学
習
指
導
要
領
が
改

訂
さ
れ
る
と
と
も
に
、
完
全
学
校
週
5

日
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
児
童
生
徒
の
基
本
的
な
学
習

内
容
の
定
着
と
、
個
性
を
い
か
す
教

育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
特
別
講
師

を
配
置
し
、
習
熟
度
な
ど
に
応
じ
た

学
習
集
団
の
編
成
を
行
い
、「
わ
か
る

授
業
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
あ

わ
せ
て
全
小
学
校
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
接
続
し
、
こ
れ
ま
で
児
童
3
人

に
1
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
2
人
に
1
台

に
な
る
よ
う
機
器
を
増
や
す
な
ど
、
I
T

環
境
を
整
備
し
、
児
童
が
得
た

情
報
を
「
活
き
た
」
教
材
と
し
て
活

用
し
て
い
く
学
習
を
さ
ら
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

子
育
て
の
悩
み
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
対
応
し
ま
す

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
「
風
の
子
」開
設

9
千
8
8万
円

周
囲
に
相
談
相
手
が
な
く
、
子
育

て
に
悩
む
親
、増
加
す
る
児
童
虐
待
。

家
庭
や
地
域
、保
育
や
教
育
の
現
場

な
ど
、様
々
な
場
で
直
面
す
る
子
育

て
の
問
題
に
対
し
、一
人
ひ
と
り
に

あ
っ
た
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
対

応
す
る
た
め
、
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
「
風
の
子
」
を
4
月
に
開
設

し
ま
す
。

「
風
の
子
」に
は
、
気
軽
に
親
子
が

集
う
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」、子
育
て
何

で
も
「
相
談
室
」、子
育
て
グ
ル
ー
プ

を
育
成
・
支
援
す
る
「
地
域
活
動
室
」

を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
区
内
を
5

つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、
福
祉
事
務
所

や
保
健
所
な
ど
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
子
育
て
支
援

を
め
ざ
し
ま
す
。

応
援
し
ま
す
!

あ
な
た
の
お
店
の
新
商
品
づ
く
り

一
店
逸
品
創
出
事
業
「
新
規
事
業
」

1
0
5
万
円

区
内
の
商
業
発
展
を
図
る
た
め

に
、
小
売
業
、
飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
規
模
の
小

さ
い
お
店
を
対
象
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

性
が
高
く
、
か
つ
「
す
ぐ
れ
も
の
」

「
こ
だ
わ
り
の
逸
品
」「
新
サ
ー
ビ

ス
」
の
開
発
を
応
援
し
ま
す
。
専
門

家
が
お
店
の
持
つ
「
強
み
・
特
徴
」

や
「
経
営
資
源
」
を
い
か
し
、
経
営

者
と
と
も
に
新
商
品
を
考
え
て
い
き

ま
す
。
経
営
革
新
に
強
い
意
欲
を
持

ち
、
商
店
街
な
ど
の
地
域
活
動
に
関

心
の
あ
る
2
0店
舗
を
公
募
し
ま
す
。

開
発
し
た
「
新
商
品
」「
新
サ
ー
ビ
ス
」

を
P
R
し
、「
あ
だ
ち
ブ
ラ
ン
ド
」
商

品
を
つ
く
り
ま
す
。

1
4年
度
予
算
(
案
)
の

主
な
内
容
は
2
・
3
面
へ

新
た
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

創
出
を
め
ざ
し
ま
す

1
4年
度
の
予
算
を
組
む
に
当
た
っ

て
、
私
は
次
の
2
点
を
重
点
施
策
と

い
た
し
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
未
来
を

担
う
「
子
ど
も
施
策
」
で
あ
り
、
ふ

た
つ
め
は
緊
急
の
課
題
で
あ
る
「
都

市
型
産
業
・
雇
用
施
策
」
で
す
。

予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
で
千
9
5
6

億
円
、
前
年
度
よ
り
1
6
3億円
、
7
.
7
%

の
減
と
2
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
予

算
で
あ
り
、
歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
、
い
わ
ば
身
の
丈
に
あ

っ
た
経
営
改
革
を
進
め
る
予
算
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
改
革
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す

と
、
区
民
の
皆
さ
ん
や
N
P
O

と
の

協
働
、
P
F
I

と
い
う
新
た
な
手
法

を
積
極
的
に
導
入
し
、
新
た
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、
財
源
や
経
費
の
保
留
を
で
き

る
だ
け
避
け
、
年
間
の
財
政
運
営
を

見
通
し
た
予
算
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
予
算
の
透
明
性
を
高

め
、
的
確
な
情
報
公
開
に
努
め
る
こ

と
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
の

第
一
歩
と
考
え
ま
す
。
今
後
と
も
、

ス
リ
ム
・
ス
ピ
ー
ド
・
サ
ー
ビ
ス
の
3

つ
の
『
S
』
の
徹
底
を
図
り
、「
住

み
つ
づ
け
た
い
ま
ち
足
立
」
の
実
現

に
努
め
ま
す
。

今
年
は
区
制
7
0周
年
。昭
和
7
年
、

南
足
立
郡
か
ら
東
京
市
足
立
区
と
な

っ
て
7
0年
が
経
ち
ま
し
た
。
2
1世
紀

の
足
立
区
の
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ

し
、
こ
の
節
目
の
年
の
予
算
を

『子

ど
も
と
産
業
の
未
来
を
育
む
予
算
』

と
い
た
し
ま
し
た
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

足立区長
　鈴
木
恒
年

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
1
4年
度
予
算
(
案
)
の
主
な
内
容
(
1
面
の

つ
づ
き
)

4
・
5
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
2
・
2
・
2
住
宅
プ
ラ

ン
/
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
健
康
術

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
区
長
へ

の
手
紙
か
ら
/
め
ざ
せ
子
ど
も
一
茶

8
面
▽
▽
▽
住
区
セ
ン
タ
ー
等
幼
児
教
室
/
駅
め
ぐ
り
/

ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス
FAX3880- 5678

「区民の 声」を

お待ちしています

◎ 区の木…さくら　/ 区の花…チューリップ
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1
4年
度
　区
の
予
算
の
主
な
内
容
で
す

子
ど
も
施
策

小
学
校
へ
の
I
T
環
境
整
備

8
千
7
3
5万円

全
小
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
接
続
し
ま
す
。

機
器
更
新
す
る
小
学
校
に
は
、
こ

れ
ま
で
1
台
を
3
人
で
使
っ
て
い
た

パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
の
パ
ソ
コ
ン
を
2

人
に
1
台
と
な
る
よ
う
に
増
や
す
な

ど
、児
童
が
得
た
情
報
を
「
活
き
た
」

教
材
と
し
て
活
用
し
て
い
く
学
習
環

境
を
充
実
し
ま
す
。

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進

2
千
3
5
8万
円

子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
た
め
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の

責
任
と
役
割
を
明
確
に
し
な
が
ら
連

携
を
図
り
、「
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
」
を
推
進
し
ま
す
。
学
校
ご
と
に

「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
協
議
会
」

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
学
校
評
価

や
授
業
診
断
を
行
い
ま
す
。

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
支
援
事
業

【
新
規

】

3
0
0
万
円

完
全
学
校
週
5
日
制
実
施
に
伴

い
、
N
P
O
な
ど
と
協
働
し
て
地
域

が
主
体
と
な
っ
て
行
う
、
子
ど
も
を

対
象
と
し
た
体
験
型
の
学
習
事
業
や

活
動
者
養
成
事
業
な
ど
を
支
援
し
ま

す
。

「
わ
か
る
授
業
」の
推
進
【
新
規
】

4
千
7
7
9万円

基
礎
学
力
の
向
上
を
め
ざ
し
、
児

童
・
生
徒
に
と
っ
て
「
わ
か
る
授
業
」

を
す
す
め
る
た
め
に
特
別
講
師
を
配

置
し
、複
数
の
教
員
に
よ
る
指
導
(
チ

ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
)
や
学
習
の

習
熟
度
に
あ
わ
せ
た
少
人
数
授
業
を

行
い
ま
す
。
5
年
を
め
ど
に
全
校
に

特
別
講
師
を
配
置
し
て
い
き
ま
す
。

新
世
紀
学
校
プ
ラ
ン
事
業

【
新
規

】

4
千
8
7
0万
円

学
校
の
独
自
性
と
校
長
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
で
き
る
よ
う
、
学

校
予
算
に
関
わ
る
校
長
の
裁
量
権
を

拡
大
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
各
学
校
が
自
ら
創

意
工
夫
を
こ
ら
し
、
適
切
な
競
争
原

理
の
中
で
教
育
環
境
の
質
を
向
上
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

学
童
保
育
室
待
機
児
解
消

1
億
5
9
0万
円

梅
田
住
区
学
童
保
育
室
分
室
な
ど
3

分
室
の
開
設
な
ど
で
、
1
1
5
人
の
定

員
を
増
や
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
学

童
保
育
の
需
要
に
対
応
し
て
、
必
要

な
地
域
に
保
育
室
の
設
置
を
進
め
、

待
機
児
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

高
齢
社
会
施
策

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
助
成
事
業

9
千
3
8
2万
円

バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
緊
急
通
報
装
置

な
ど
、
一
定
の
要
件
で
高
齢
者
向
け

の
優
良
な
賃
貸
住
宅
を
建
設
し
管
理

し
て
い
く
こ
と
を
認
定
し
た
事
業
者

に
、
建
設
費
な
ど
の
補
助
を
行
い
ま

す
。

要
介
護
高
齢
者
施
設
の
整
備

3
億
2
千
3
5
9万円

要
介
護
高
齢
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
場
や
、
介
護
保
険
の
認
定
基
準
で

「
自
立
」
と
さ
れ
た
高
齢
者
の
介
護
予

防
の
た
め
の
拠
点
と
し
て
、「
(
仮
称
)

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
西

新
井
第
二
」を
建
設
し
ま
す
(
1
5年
4

月
開
設
予
定
)
。

生
活
習
慣
病
予
防
対
策

8
億
4
千
7
9
1万円

4
0歳
以
上
の
区
民
の
方
を
対
象
に

行
っ
て
い
る
節
目
健
診
・
生
活
習
慣

病
予
防
健
診
で
、
4
0歳
か
ら
7
0歳
ま

で
の
方
(
5
歳
ご
と
)
に
、「
が
ん
」

に
な
り
や
す
い
状
態
か
ど
う
か
を
調

べ
る
消
化
器
健
診
(
胃
・
肝
臓
)
が

新
た
に
加
わ
り
ま
す
。

(仮
称
)
中
央
障
害
セ
ン
タ
ー
の
整
備

1
1
億
7
千
7
7
4
万
円

障
害
を
お
持
ち
の
方
や
そ
の
家
族

の
生
活
を
支
援
す
る
拠
点
と
な
る
、

「
(
仮
称
)
中
央
障
害
セ
ン
タ
ー
」
建

設
工
事
の
2
ヵ
年
目
で
す
。
開
設
は
1
5

年
4
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
施
策

北
千
住
駅
西
口
地
区
再
開
発

1
3
億
3
千
8
1
9
万
円

区
で
は
、
駅
前
広
場
や
道
路
の
整

備
費
な
ど
を
再
開
発
組
合
に
補
助
し

ま
す
。
完
成
は
1
6年
春
ご
ろ
の
予
定

で
す
。

(仮
称
)
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設

8
億
8
千
3
0
5
万
円

北
千
住
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開

発
ビ
ル
内
に
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
を

建
設
し
ま
す
。
開
設
後
は
、
7
0
0
席
の

劇
場
で
の
演
劇
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な

ど
の
ほ
か
、千
㎡
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

お
い
て
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
(
民
間
会
社
が
運
営
し

ま
す
)
。

竹
ノ
塚
駅
西
口
地
区
再
開
発

8
億
2
8
6
万
円

区
で
は
、
再
開
発
事
業
費
と
道
路

整
備
費
の
一
部
を
再
開
発
組
合
に
補

助
し
ま
す
。
完
成
は
1
6年
秋
ご
ろ
の

予
定
で
す
。

▲ 北千住駅西口再開発イメージ図

※
文
中
【
新
規
】
と
は
、
1
4年
度
新
規
事
業
を
あ
ら
わ
し
ま
す

第
一
回
区
議
会

定
例
会
で

審
議
中
で
す

表1　14年度当初予算(案)概要 ( 単位: 百万円)

※ 当初予算とは、会計年度前に議会に提出し、議会の議決を経て成立した年
間予算をいいます

【図1 】　一般会計予算規模の推移

【図2 】　財源別歳入予算額( 足立区の予算はどこから入るか)

歳入予算額
1, 956億円
( 100%)



2002年( 平成14年) 3 月10日 あ だ ち 広 報 第1333号( 3)

都
市
型
産
業
・
雇
用
施
策

緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
対
策

事
業

1
億
9
千
4
1
8万円

国
の
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
補

助
金
を
受
け
て
、「
中
小
企
業
実
態
調

査
」
や
「
小
・
中
学
校
耐
震
診
断
」

な
ど
1
7事
業
を
行
い
、
失
業
者
の
雇

用
や
就
業
の
機
会
を
つ
く
り
ま
す
。

開
業
資
金
利
子
補
給
事
業2

4
6
万
円

新
規
創
業
支
援
を
充
実
し
、
区
内

産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
区
の

中
小
企
業
融
資
「
開
業
資
金
」
を
受

け
る
方
に
対
し
て
、
2
3区
で
初
め
て
、

利
子
の
全
額
を
補
助
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

も
の
づ
く
り
体
験
【
新
規
】

6
7万
円

工
業
高
校
生
や
航
空
高
専
生
な
ど

を
対
象
に
、
区
内
製
造
企
業
で
就
労

体
験
を
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
も
の
づ

く
り
体
験
を
す
る
事
業
も
行
い
ま

す
。

若

人

塾
【
新
規
】

1
1
5
万
円

商
店
街
の
後
継
者
な
ど
を
対
象
に

し
た
講
座
で
す
。
超
優
良
企
業
を
目

標
に
、
経
営
の
基
本
を
学
び
、
経
営

革
新
の
き
っ
か
け
づ
く
り
や
商
店
街

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

こ
ど
も
商
い
体
験
塾
【
新
規
】

1
1
3
万
円

小
学
生
に
接
客
や
販
売
な
ど
の

「
商
い
」
を
通
じ
て
、
商
売
の
楽
し

さ
や
厳
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地

域
に
密
着
し
た
商
店
街
へ
の
愛
着
を

深
め
て
も
ら
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
2
号
店2

千
7
8
3万
円

借
り
上
げ
た
商
店
街
の
空
き
店
舗

を
区
切
り
、
起
業
家
に
貸
し
出
し
ま

す
。
2
号
店
は
同
一
業
種
の
飲
食
店

(ラ
ー
メ
ン
専
門
店
な
ど
)
を
予
定

し
、
本
格
的
に
開
業
で
き
る
実
力
を

養
成
し
ま
す
。

空
き
店
舗
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
【
新
規
】

1
0
5万
円

商
店
街
の
空
き
店
舗
の
権
利
者

と
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
や
起
業

家
支
援
塾
の
卒
業
者
な
ど
の
創
業
希

望
者
と
の
諸
条
件
を
調
整
し
、
空
き

店
舗
を
活
用
し
た
創
業
機
会
を
つ
く

り
出
し
ま
す
。

仕
事
お
こ
し
・
就
労
支
援
講
習
事
業

【
新
規

】

4
2
0
万
円

「
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
魅
力
あ

る
事
業
と
、
働
き
方
を
自
ら
の
手
で

創
り
あ
げ
る
」
仕
事
お
こ
し
講
習
を

行
い
、
地
域
密
着
型
ビ
ジ
ネ
ス
を
立

ち
上
げ
ま
す
。

▲ 13年8 月にオープンしたチャレンジショ
ップ1 号店

環
境
施
策

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
整
備

千
1
3
0万
円

公
園
や
街
路
樹
の
剪
定
(
せ
ん
て

い
)
枝
や
落
ち
葉
な
ど
を
チ
ッ
プ
(
木

片
)
や
コ
ン
ポ
ス
ト
(
腐
葉
土
)
に
加
工

し
、
土
壌
改
良
な
ど
の
材
料
と
し
て

有
効
利
用
す
る
た
め
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
(
集
積
場
)
を
整
備
し
ま
す
。

ご
み
集
積
所
の
カ
ラ
ス
対
策

3
2
5
万
円

ご
み
集
積
所
に
お
け
る
ガ
ラ
ス
被

害
の
防
止
を
目
的
と
し
て
、
カ
ラ
ス

ネ
ッ
ト
の
普
及
促
進
を
行
う
と
と
も

に
、
え
さ
と
な
る
生
ご
み
減
量
の
P
R

や
、
早
朝
の
ご
み
出
し
の
指
導
を

行
い
ま
す
。

録のリ サイ クル

電
子
自
治
体
化
施
策

コ
ン
ビ
ニ
で
の
区
政
情
報
サ
ー

ビ
ス
【
新
規
】
　
　
　
8
0
0万
円

自
宅
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を

持
た
な
い
区
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
、

区
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設
置
し

て
あ
る
情
報
端
末
に
区
政
情
報
を
掲

載
し
ま
す
(
1
4年
度
は
ロ
ー
ソ
ン
の

端
末
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
)
。

区
制
7
0周
年
記
念
事
業
ほ
か

花
い
っ
ぱ
い
事
業
【
7
0
周
年
】

7
1
4
万
円

区
制
7
0周
年
を
記
念
し
た
花
壇

を
、
荒
川
河
川
敷
「
虹
の
広
場
」
に

設
置
し
ま
す
。

時
期
は
、
A
-
フ
ェ
ス
タ
(
あ
だ

ち
ま
つ
り
・
例
年
1
0月
)
の
こ
ろ
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
議
会
の
開
催
【
7
0
周
年
】4

1万
円

区
政
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ

う
、
小
学
生
に
議
会
の
体
験
を
し
て

も
ら
う
「
子
ど

も
議
会
」
を
開

催
し
ま
す
。区

内
の
小
学
校
の

代
表
者
が
、
本

会
議
場
で
区
長

や
幹
部
職
員
と

質
疑
応
答
を
行
い
ま
す
。

「
健
康
あ
だ
ち
2
1
」
推
進
事
業

【
7
0
周
年
】

7
1
7
万
円

昨
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
た
「
健
康

あ
だ
ち
2
1
」
運
動
で
は
、
8
つ
の
目

標
を
立
て
た
行
動
計
画
に
基
づ
き
、

本
格
的
に
区
民
主
体
の
健
康
づ
く
り

活
動
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
区
制
7
0周
年
事
業
と
し
て

全
区
的
に

〝健
康
区
あ
だ
ち
〟
を
め

ざ
し
た
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

光
の
祭
典
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

【
7
0
周
年
】

2
千
万
円

「
光
の
祭
典
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
」
事
業
を
行
い
ま
す
。
新
し
い
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
7
0体
の
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
で
街
を
彩
り
ま
す
。

夏
の
風
物
詩
が
花
火
な
ら
ば
、
光

の
祭
典
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
冬

の
風
物
詩
に
な
る
で
し
ょ
う
。

N
P
O
支
援
事
業
【
新
規
】

9
8
1
万
円

新
た
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
N
P
O

支
援
の
た
め
、
相
談
事
業
や
N
P
O

会
議
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を

行
い
ま
す
。
教
育
、
福
祉
、
商
店
街

支
援
な
ど
の
各
分
野
で
N
P
O
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

自
転
車
駐
車
場
の
大
規
模
改
修

【
足
立
区
初
の
P
F
I

手
法
導
入
】

竹
の
塚
西
自
転
車
駐
車
場
の
整
備

運
営
事
業
に
、
P
F
I

手
法
を
導
入

し
ま
す
。
1
4年
度
中
に
整
備
を
行
い
、
1
5

年
度
か
ら
1
0年
間
の
管
理
・
運
営

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【図3 】　目 的 別 歳 出予 算 額( 区の経費をその達成しようとする目的に応じて分類したもの)

歳 出予算額
1, 956億円
( 100%)

【図4 】　 性質別歳出予算額( 区の経費をその経済的性質に応じて分類したもの)

歳出予算額
1, 956億円
( 100%)



2002年( 平成14年) 3 月10日あ だ ち 広 報第1333 号 ( 4)

保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
3 月11 日
から受け付け

▽
4
・
5
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ
　
　
　
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

小
児
マ
ヒ
(
ポ
リ
オ
)

予
防
接
種

□
乳
幼
児
(
無
料
)

日
程
等
=
表
1

対
象
=
5
ヵ
月
～
7

歳
6
ヵ
月
未
満
の
乳
幼
児

※
1

・
2
回
目
の
新
規
対
象
者
に
は
3

月
末
に
予
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。
新

規
対
象
者
以
外
で
予
診
票
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
、
事
前
に
母
子
保
健
係

か
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
で
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
。
接
種
当
日
は
、
説
明

書
を
よ
く
読
ん
だ
う
え
で
予
診
票
に

記
入
し
、
母
子
健
康
手
帳
、
体
温

計
、
上
ば
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

問
先
=
母
子
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

ま
た
は
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
2
)

□
昭
和
5
0年
～
5
2年
生
ま
れ
の
方
の

追
加
接
種
(
有
料
)

こ
の
年
齢
の
方
は
、
ポ
リ
オ
の
十

分
な
免
疫
が
つ
い
て
い
な
い
割
合
が

高
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ポ

リ
オ
流
行
地
域
へ
渡
航
す
る
方
、
お

子
さ
ん
が
予
防
接
種
す
る
方
、
ま
た

は
子
ど
も
と
接
す
る
機
会
の
多
い
職

業
の
方
は
、
接
種
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
接
種
場
所
=
区
内
数
ヵ
所
の

医
療
機
関

※
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=
母
子
保

健
係
　
(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

表1　 小児マヒ( ポリオ) 予防接種日程等《乳幼児》

※ いずれも受付時間は、午後1

時45分～2時45分

表2　 保健総合センター一覧
す
く
す
く
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

子
育
て
の
情
報
交
換
や
学
習
を
し
な

が
ら
友
達
の
輪
を
広
げ
ま
す
。
日

時
=
4
月
～
9
月
の
毎
月
2
回
水
曜

日
、
午
前
1
0
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

対
象
=
1
2
年
4
月
～
9
月
生
ま
れ
の

第
1
子
と
そ
の
母
親

定
員
=
親
子
4
0

組
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央

本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健

係
　
　
(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

酒
害
相
談
(
グ
ル
ー
プ
)

日
時
=
4
月
1
6日
収
・
5
月
2
1日
収
・
6

月
1
8日
㈹
、
午
後
2
時
～
3
時
3
0

分

対
象
=
お
酒
を
や
め
よ
う
と
思

っ
て
い
る
方
、
や
め
さ
せ
た
い
ご
家

、
関
係
者
の
方
な
ど

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー

啻
　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1
T
)

講
演
会

「
痴
ほ
う
の
理
解
と
対
応
」

日
時
=
3
月
2
0
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
=
良
か
れ
と

思
っ
た
が
結
果
は
?

講
師
=
久
松

正
実
氏
(
足
立
老
人
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

医
師
)

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

痴
ほ
う
性
高
齢
者

家
族
交
流
会
「
翠
よ
う
会
」

日
時
=
3
月
2
0
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～

1
1
時
3
0
分
※
定
例
日
は
毎
月
第
3

水
曜
日

対
象
=
痴
ほ
う
性
高
齢
者

を
か
か
え
る
家
族
ま
た
は
関
心
の
あ

る
方

内
容
=
対
応
方
法
の
体
験
交

流
・
家
族
の
健
康
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
・

学
習
な
ど

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

看
護
師
募
集

採
用
予
定
=
4
月
以
降
資
格
=
看

護
師
の
有
資
格
者
内
容
=
健
康
診

査
等
補
助
勤
務
条
件
=
月
8
～
1
0

日
/
報
酬
日
額
9
千
6
5
0円

定
員
=

若
干
名

申
込
=
電
話

※
後
日
面

接

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー(

3
6
0
6
)
4
1
7
1

産
休
代
替
・
パ
ー
ト
職
員
募
集

採
用
予
定
=
4
月

資
格
=
6
0歳
ま

で
の
保
健
師
か
助
産
師
の
有
資
格
者

内
容
=
保
健
指
導
・
健
診
業
務
等

定
員
=
若
干
名

申
込
=
電
話

※

後
日
面
接

場
・
申
・
問
先
=
竹
の

塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

身
体
障
害
者
自
動
車

燃
料
費
の
定
例
払
い

3
月
2
6日
ご
ろ
、届
け
出
さ
れ
た

口
座
に
1
3年
4
月
～
1
4年
3
月
分
を

振
り
込
み
ま
す
。
※
福
祉
タ
ク
シ

ー
券
と
の
併
給
は
で
き
ま
せ
ん

問

先
=
障
害
給
付
係
ま
た
は
各
福
祉
事

務
所
(
表
3
)

表3　 福祉事務所一覧

中
高
年
の
た
め
の

お
も
し
ろ
歯
科
講
座

「
始
め
よ
う
!
守
ろ
う

自
分
の

歯
」
を
テ
ー
マ
に
、
一
か
ら
わ
か
る

歯
の
健
康
講
座
で
す
。
日
時
=
3

月
1
9日
㈹
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0

分

内
容
=
講
演
・
体
験
実
習

講
師
=
尾
崎
哲
則
氏
(
日
本
大
学
歯

学
部
助
教
授
)

定
員
=
3
0人
(
先
着

順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

ま
た
は
直
接
窓
口
へ

場
・
申
・
問

先
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯

科
保
健

(
3
8
5
5
)
4
1
5
4

救急医療機関のご 案内

都 ・保健医療情報センター( 愛称 ・

ひまわり) による情報案内と相談をご

活用ください。

□ 24 時間医療機関案内

内容= 都内の医療機関の所在地、電話

番号、診療科目、診療時間・曜日等

5272- 0303

◎ 聴覚障害者用ファクス

FAX5285 ―8080

◎ インターネット検索… 希望する条件

を指定しながら医療機関を検索

アドレス=ht t p: / / hi mawar i . t okyo- hpc. or . j p

携帯電話からは、アドレス=ht t p: / /

m- hi mawar i . t okyo- hpc. or . j p
□ 休日・夜間診療案内

内容= 休日の昼間と、平日・休日の夜

間に、入院治療を必要とする救急患者

に対する医療機関　　5272 ―0303

□ 保健医療福祉相談

日時等=平日、午前9時～午後8時

内容= 保健医療にかかわる様々な電話

相談と面接相談( 要予約)

5272 ―0303

《衛生管理課》

インターネットで取り出せます
「食品営業申請書」など
営業許可や調理師免許などの申請・

届 出用 紙が、区 ホームペ ージから 閲

覧 ・取 り出しで きるよ うになり まし

た。 なお、申請 ・届け出の方法は従来

どお りです。

アドレ ス=ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/ benr i / kurasi / 1615. ht m

問先= 足立保健所生活衛生課

3880- 5363～4

進
め
て
い
ま
す

2
・
2
・
2
住
宅
プ
ラ
ン

区
で
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
求
め

る
良
質
な
住
宅
を
、
区
内
で
2
千
万

円
台
で
提
供
で
き
る
よ
う
、
定
期
借

地
権
を
利
用
し
た
「
2
・
2
・
2
住

宅
プ
ラ
ン
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
区
が
設
定
し
た
一
般
定

期
借
地
権
(
6
0年
間
)
の
付
い
た
土

地
に
、
事
業
者
が
住
宅
を
建
築
し
て

分
譲
販
売
す
る
事
業
で
す
。

《
一
般
定
期
借
地
権
と
は
》

平
成
4
年
8
月
施
行
の
新
「
借
地

借
家
法
」
で
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
従

来
の
借
地
権
と
異
な
り
、
当
初
定
め

ら
れ
た
契
約
期
間
(
5
0
年
以
上
)
で

借
地
関
係
が
終
了
し
、
そ
の
後
の
更

新
は
あ
り
ま
せ
ん
。
契
約
期
間
満
了

後
は
建
物
を
取
り
壊
し
て
土
地
を
返

す
、と
い
う
点
に
留
意
が
必
要
で
す
。

こ
の
法
律
で
は
、
土
地
所
有
者
は

従
来
に
比
べ
安
心
し
て
土
地
を
貸
す

こ
と
が
で
き
、
借
り
主
は
土
地
の
購

入
費
用
を
節
約
で
き
る
の
で
、
土
地

の
貸
借
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、住
宅
・

宅
地
政
策
上
も
有
効
な
制
度
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

《
住
宅
を
探
す
方
に
と
っ
て
は
》

定
期
借
地
権
付
き
住
宅
は
、
土
地

の
取
得
価
格
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の

で
、
土
地
所
有
権
付
き
の
住
宅
購
入

と
比
べ
る
と
、
当
初
の
負
担
額
が
少

な
く
て
済
み
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
全
額
で
よ
り
立
地
条

件
や
広
さ
に
恵
ま
れ
た
住
宅
の
購
入

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

生
活
に
余
裕
が
生
ま
れ
、
よ
り
充
実

し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現
に
つ

な
が
り
ま
す
。

□
大
谷
田
5
丁
目
2
8番
内
の
事
業

9
5
3
・
3
5㎡
の
区
有
地
を
8
区
画
に

分
け
、
2
階
建
て
の
二
戸
建
て
住
宅

(床
面
積
1
0
0㎡
程
度
)
を
建
築
し
ま

す
。
現
在
4
区
画
の
事
業
者
が
決
定

し
、
建
築
に
向
け
て
事
業
が
進
ん
で

い
ま
す
。

購
入
者
は
、
住
宅
購
入
費
用
(
権

利
金
・
保
証
金
を
含
む
)
と
は
別
に
、

敷
金
と
毎
月
の
地
代
を
区
に
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

残
り
の
4
区
画
に
つ
い
て
も
、
事

業
者
の
決
定
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
問
先
=
住
宅
推
進
室

(
3
8
8
0
)
5
9
5
9
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満
7
0歳
に
な
る
方
、

都
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
の

シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
交
付

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
、
都
バ

ス
・
都
電
・
都
営
地
下
鉄
と
都
内
の

民
営
バ
ス
に
乗
車
で
き
る
定
期
券
で

す
。
購
入
時
の
必
要
書
類
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
対
象
=
満
7
0
歳
以
上

の
都
民
。
た
だ
し
、
高
齢
者
福
祉
手

当
受
給
者
お
よ
び
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
入
所
者
を
除
く
※
満
7
0
歳
に

な
る
月
の
初
日
か
ら
申
し
込
み
可
能

有
効
期
間
=
発
行
日
～
9
月
3
0
日

申
込
等
=
表
4
、
表
5

問
先
=
在

宅
支
援
係
ま
た
は

東
京
バ
ス
協
会

(
3
3
7
9
)
2
4
4
1

表4　 シルバーパス申込費用等

表5　 シルバーパス申込窓口( バス事業者)

児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

特
別
児
童
扶
養
手
当

□
児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

対
象
=

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
、
2
0歳
未
満
で
心
身
に
障
害
が
あ

る
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
・
:知
的

障
害
で
「
愛
の
手
帳
」
1
～
3
度
程

度
/
身
体
障
害
で
「
身
体
障
害
者
手

帳
」
1
・
2
級
程
度
/
脳
性
ま
ひ
ま

た
は
進
行
性
筋
萎
縮
症

※
次
に
該

当
す
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

・
:所
得
が
限
度
額
以
上
/
児
童
が
施

設
に
入
所
し
て
い
る

手
当
月
額
=
1

万
5
千
5
0
0円

□
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
=
2
0
歳
未
満
で
心
身
に
重
度
お

よ
び
中
度
の
障
害
(
身
体
障
害
者
手

帳
1
～
3
級
程
度
ま
た
は
愛
の
手
帳

1
～
3
度
程
度
。
3
・
4
度
は
診
断

書
に
よ
る
判
定
が
必
要
)
を
も
つ
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
方

※
次
に
該

当
す
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

・
:所
得
が
限
度
額
以
上
/
児
童
が
施

設
に
入
所
し
て
い
る
/
児
童
が
障
害

を
理
由
と
す
る
公
的
年
金
の
受
給
資

格
者

手
当
月
額
=
重
度
・
:
5
万
1

千
5
5
0円/
中
度
・
:
3
万
4
千
3
3
0円

―
―
い
ず
れ
も
―
―

状
況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な
も
の

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
申
・
問
先
=
ひ
と
り

親
家
庭
支
援
係(

3
8
8
0
)
5
8
8
3

(乳)
・

(親)
医
療
証
の

有
効
期
限
に
ご
注
意
を

□
(
乳
)
医
療
証

1
3
年
度
中
に
6
歳
に
な
っ
た
お
子

さ
ん
(
7
年
4
月
2
日
～
8
年
4
月

1
日
生
ま
れ
)
に
は
、
有
効
期
限
が
3

月
3
1日
ま
で
の
医
療
証
(
オ
レ
ン

ジ
色
)
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
4
月
1

日
以
降
の
診
療
に
つ
い
て
は
、
助

成
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
※
有
効
期
限
内
の
還
付
に

つ
い
て
は
、申
請
が
で
き
ま
す

申
・

問
先
=
児
童
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

□
(
親
)
医
療
証

1
3年
度
中
に
1
8歳
に
な
っ
た
お
子

さ
ん
(
昭
和
5
8年
4
月
2
日
～
5
9年
4

月
1
日
生
ま
れ
)
の
医
療
証
の
有

効
期
限
は
3
月
3
1日
ま
で
で
す
。
1
8

歳
に
な
っ
た
お
子
さ
ん
と
申
請
者
の

み
で
医
療
証
を
使
っ
て
い
る
場
合

は
、
3
月
3
1日
で
申
請
者
の
受
給
資

格
も
な
く
な
り
ま
す
。
問
先
=
ひ

と
り
親
家
庭
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

健
康
術

～姿勢を矯正しましょう
<最終回>～

最終回は、深呼吸動作のエクサ
サイズを紹介します。
肩甲骨 ・骨盤の動きを意識しな

がら深呼吸するこ とで、身体の操
作が上手になり、姿勢改善につな
がります。1 日数回行いましょう。

①あごを引き、息を吐きなが
らおなかをへこますよう
に背中を丸める( 手の甲を
内側に向け、肩甲骨を外側
に開く) ①

②顔をあげ、息を大きく吸い
ながら胸を張り、腰を軽く
反らす( 手のひらを外側に
向け、肩甲骨を内側に寄せ
る。首をすくめないように
注意)

②

姿勢を維持するための大切なポイント( 頚椎・胸椎・
肩甲骨・骨盤・股関節・足首) のエクササイズを1 年間
紹介してきました。いかがでしたでしょうか。
良い姿勢は若々しく見えるばかりか気持ちも明るくな
り、精神面でもプラス効果大です。ぜひ続けて行い、健
康づくりに役立ててください。
《体育振興担当課　3859 ―3422

協力: 生涯学習振興公社》

広報紙での「ワンポイント健康術」は今回で終了
します。長い間、ご愛読ありがとうございました。
4月以降は、ケーブルテレビ足立(足立コミュニテ

ィチャンネル9ch) で放映中の「情報キャッチ　好
きです。あだち」で紹介してい<予定です。《広報係》

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

「
え
せ
同
和
行
為
」を

排
除
し
よ
う
( 2)

今
回
は
「
え
せ
同
和
行
為
」
の
具

体
例
と
そ
の
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

法
務
局
が
ま
と
め
た
実
態
調
査
に

よ
れ
ば
、「
違
法
ま
た
は
不
当
な
要

求
」
は
依
然
と
し
て
「
機
関
紙
・
図

書
な
ど
物
品
購
入
の
強
要
」
が
最
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
手
口
と
し
て

は
、
突
然
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、

物
品
を
購
入
す
る
よ
う
迫
り
ま
す
。

図
書
の
場
合
、
1
冊
5
万
円
程
度
で

す
が
、
ビ
デ
オ
と
セ
ッ
ト
で
1
0万
円

以
上
請
求
さ
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

「
予
算
が
な
い
の
で
会
社
の
経
費
で

購
入
で
き
な
い
」と
断
わ
る
と
、私
費

で
購
入
す
る
よ
う
促
し
て
き
ま
す
。

そ
の
際
「
結
構
で
す
」
と
の
発
言

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。自
分
は
「
い

ら
な
い
」
つ
も
り
で
答
え
て
も
、
相

手
は
「
購
入
を
希
望
し
た
」
と
解
釈

し
ま
す
。

図
書
等
は
た
い
て
い
宅
配
便
で
送

ら
れ
て
き
ま
す
。
も
し
も
宅
配
便
で

し
た
ら
、
受
け
取
り
を
拒
否
し
て
く

だ
さ
い
。
配
達
人
は
無
理
強
い
せ
ず

に
持
ち
帰
っ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
受
け
取
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
に
は
、
配
達
証
明
郵
便
で
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。
仮
に
開
封
し
た
と
き

は
、
必
ず
写
真
を
撮
り
ま
し
ょ
う
。

「
返
送
さ
れ
た
商
品
に
傷
が
つ
い
て

い
た
」
と
言
わ
れ
て
も
安
心
で
す
。

◎
不
明
な
点
や
ご
相
談
は
、
総
務
課

同
和
対
策
へ

選
挙
豆
知
識

政
治
家
な
ど
に
よ
る

入
学
祝
・
就
職
祝
な
ど
の

寄
附
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

公
職
選
挙
法
は
、き
れ
い
な
選
挙
、

お
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の
実
現
の

た
め
、
政
治
家
な
ど
(
立
候
補
予
定

者
を
含
む
)
が
選
挙
区
内
の
人
に
寄

附
を
す
る
こ
と
を
厳
し
く
規
制
し
て

い
ま
す
。違
反
し
て
処
罰
さ
れ
る
と
、

公
民
権
(
選
挙
権
・
被
選
挙
権
)
の

停
止
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
有
権
者

が
こ
れ
ら
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ

れ
、
政
治
家
な
ど
に
強
要
す
る
と
処

罰
さ
れ
ま
す
。
寄
附
は
金
銭
だ
け
で

な
く
品
物
も
含
ま
れ
、

①
入
学
祝
・
卒
業
祝
・
就
職
祝
・
出

産
祝
な
ど
を
出
す
こ
と

②
政
治
家
な
ど
が
町
内
会
の
催
し
物

な
ど
に
協
賛
す
る
か
た
ち
で
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
・
町
会
名
簿
に
有
料
名
刺
広

告
を
出
す
こ
と

な
ど
も
寄
付
に
該
当
し
、
処
罰
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

「
贈
ら
な
い
・
受
け
取
ら
な
い
・
求

め
な
い
」
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る

く
き
れ
い
な
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ

う
。

《
選
挙
管
理
委
員
会
》

あなたの相談室
場所= 区役所北館2 階
申・問先= 広聴相談係

3880 ―5111 ㈹
秘密厳守 相談無料

※土・日曜、祝日はお休みです
※住宅修繕をお考えの方へ…区内建築業者の連合団体を紹介しています。電話でお申し込みください
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは
3 月11 日
から受け付け

粗
大
ご
み
の
申
し
込
み
が

4
月
1
日
か
ら

さ
ら
に
便
利
に
な
り
ま
す

□

電

話

の

受

付

時

間

を

延

長
!

従

来

よ

り
2

時

間

延

長

し

ま

す

。

受

付

時

間
=

午

前
8

時

～

午

後
7

時

申

先
=

粗

大

ご

み

受

付

セ

ン

タ

ー

(
5
2
9
6
)
7
0
0
0

□

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

受

付

開

始
!

土
・
日
曜
、
祝
日
も
受
け
付
け
ま

す
。
受
付
時
間
=
▽
4
月
1
日
～

6
月
3
0
日
…
午
前
8
時
～
午
後
8
時

▽
7

月
1

日

以

降

…
2
4

時

間
(

予

定
)

※

保

守

点

検

な

ど

の

た

め

受

付

不

可

能

な

時

間

帯

が

あ

り

ま

す

ア

ド

レ

ス
=
h
t
t
p
:
/
/
s
o
d
a
i
.
t
o
k
y
o
k
a
n
k
y
o
.
o
r
.
j
p

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問

先
=

清

掃

課

計

画

係

(
3
8
8
0
)
5
8
1
3

や
め
よ
う
　放
置
自
転
車

区
で
は
、
区
内
各
駅
周
辺
3
0
0
m
以

内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定

し
て
い
ま
す
。
放
置
禁
止
区
域
に
放

置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
は
、
区
が
撤

去
し
、
4
ヵ
所
の
放
置
自
転
車
移
送

所
(
表
1
)
に
運
び
保
管
し
て
い
ま

す
。
自
転
車
を
引
き
取
る
際
、
撤
去

料
と
し
て
2
千
円
を
徴
収
し
ま
す
。

撤
去
後
2
ヵ
月
を
経
過
し
た
自
転
車

は
、
処
分
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
問
先
=
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

表1　 放置自転車保管場所

返還日時=月曜日～土曜日・第4日曜日、
午前9時～午後6時

休業日= 日曜日( 第4 日曜日を除く)・祝日・
第4 日曜日の翌日・年末年始

1
3年
度
国
民
年
金
保
険
料

免
除
承
認
期
間
が
終
了
し
ま
す

1
3年
度
に
国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
を
申
請
し
て
承
認
さ
れ
た
方
(
学

生
納
付
特
例
を
含
む
)
は
、
3
月
末

で
免
除
期
間
が
終
了
し
ま
す
。
3
月

中
に
東
京
社
会
保
険
事
務
局
か
ら
免

除
制
度
の
お
知
ら
せ
が
送
ら
れ
ま

す
。
引
き
続
き
免
除
を
希
望
す
る
場

合
は
、
同
封
の
申
請
書
に
必
要
項
目

を
記
入
し
、
4
月
～
5
月
中
に
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
新
た
に
免

除
を
希
望
す
る
方
は
、
4
月
以
降
に

国
民
年
金
課
ま
た
は
最
寄
り
の
区
民

事
務
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の
=

年
金
手
帳

(年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
)
/
学

生
納
付
特
例
を
申
請
す
る
場
合
は
学

生
証
(
コ
ピ
ー
可
)

※
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=

国
民
年
金
課
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

特
別
区
・
都
民
税

国
民
健
康
保
険
料

休
日
納
税
・
納
付
相
談

納
税
・
納
付
に
関
す
る
相
談
の
ほ

か
、
納
付
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
=
3
月
2
4日
勍
、
午
前
9
時
～

午
後
4
時

場
・
問
先
=
納
税
課
(
中

央
館
1
階
)
/
国
民
健
康
保
険
課
(
北

館
2
階
)

国 保
こ
ん
な
と
き
は

手
続
き
が
必
要
で
す

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
や
、
や
め

る
手
続
き
は
自
動
的
に
は
で
き
ま
せ

ん
。
表
2
に
該
当
す
る
方
は
、
1
4日

以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
書
類
や
手
続
き
の
場
所
な
ど

に
つ
い
て
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
先
=
国
民
健
康
保

険
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

表2　 国保の手続きが必要な事例

※は、国保加入者のみ対象

現
在
持
っ
て
い
な
い

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の
税
金
を

払
つ
て
い
ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現
在
、

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し

て
い
る
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。
原

動
機
付
自
転
車
や
軽
二
・
三
・
四
輪

車
、
二
輪
小
型
自
動
車
を
持
っ
て
い

る
方
で
、
次
に
該
当
す
る
方
は
届
け

出
を
す
れ
ば
1
4年
度
以
降
の
税
金
は

か
か
り
ま
せ
ん
。
対
象
=
盗
難
に

あ
っ
て
見
つ
か
っ
て
い
な
い
方
(
警

察
に
盗
難
届
を
出
し
て
も
廃
車
届
は

必
要
で
す
)
/
届
け
出
を
し
な
い
で

譲
っ
た
り
、
売
っ
た
り
し
た
方
/
解

体
し
た
が
登
録
し
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
方

問
先
=
表
3

表3　 軽自動車税の問い合わせ先

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

□
介
護
保
険
料
の
納
め
方

年
金
天
引
き
で
き
な
い
方
に
は
納

付
書
を
送
り
ま
す
。
ま
た
、
年
金
天

引
き
の
方
で
も
、
保
険
料
額
が
変
更

に
な
る
と
調
整
額
の
納
付
書
を
送
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

□
納
期
は
毎
月
末
日
で
す

介
護
保
険
制
度
の
安
定
運
営
の
た

め
、
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。口
座
振
替
も
利
用
で
き
ま
す
。

納
期
を
過
ぎ
て
お
支
払
い
に
な
る

と
、
行
き
違
い
で
督
促
状
が
届
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、二
重
払
い
し
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
保
険
料
を
納
め
な
い
と

未
納
が
あ
る
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

問
先
=
介
護
保
険
課
保
険
料
係

教
育
相
談

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
、
言
葉

が
遅
い
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金

曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
教
育
研
究
所
教
育
相
談
係

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

▽
電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金

曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、午
前
9
時
～

午
後
4
時
3
0分

申
・
問
先
=
教
育

研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

外
国
人
配
偶
者
な
ど

住
民
票
に
証
明
し
ま
す

日
本
人
と
外
国
人
の
混
合
世
帯

で
、
住
民
票
の
備
考
欄
に
外
国
人
配

偶
者
な
ど
の
氏
名
の
記
載
が
必
要
な

方
(
当
該
世
帯
の
世
帯
員
に
限
り
ま

す
)
は
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
問
先
=
住
民

記
録
係

図
書
館
の
月
末
休
館
日
が

4
日
か
ら
変
わ
り
ま
す

現
在
、
区
立
図
書
館
の
休
館
日
は

毎
月
末
日
で
す
が
、
4
月
か
ら
小
・

中
学
校
が
週
休
2
日
制
と
な
る
の
に

あ
わ
せ
、
次
の
と
お
り
休
館
日
を
変

更
し
ま
す
。

▽
毎
月
末
日
(
休
館
日
)
が
、
土
・

日
・
祝
日
に
あ
た
る
場
合
・
:そ
の
月

の
最
終
金
曜
日
を
休
館
日
と
し
ま
す

(
3
月
・
1
2月
を
除
く
)

※
そ
の
最

終
金
曜
日
が
祝
日
に
あ
た
る
場
合

は
、
そ
の
前
日
の
木
曜
日
が
休
館
日

▽
年
末
年
始
・
特
別
整
理
期
間
は
、

従
来
ど
お
り
土
・
日
・
祝
日
で
も
休

館
日
と
な
り
ま
す

問
先
=
中
央
図

書
館
　
(
5
8
1
3
)
3
7
4
9

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の

臨
時
休
館

館
内
殺
虫
消
毒
(
全
館
)
を
3
月
2
3

日

に
行
い
ま
す
。
当
日
は
、
全

館
休
館
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ

ー
　
　
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ
　
　
　
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例
申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

皆
さ
ん
の
学
習
を
支
援
し
ま
す

あ
だ
ち
学
び
応
援
隊

昨

年
1
1

月

に

ス

タ

ー

ト

し

た

「
あ

だ

ち

学

び

応

援

隊
(

区

政

編
)

」
と

は

、

区

民

の

皆

さ

ん

の

学

習

会

や

学

校

の

授

業

な

ど

に

区

職

員

が

無

料

で

講

師

と

し

て

出

張

し

、

区

の

仕

事

や

区

の

持

っ

て

い

る

情

報

な

ど

を

わ

か

り

や

す

く

説

明

す

る

も

の

で

す

。

こ

れ

ま

で

に

、
「
ま

ち

工

場

ス

ク

ー

ル

見

学

」

や

「
聞

い

て

、

き

い

て

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

ほ

ん

と

の

は

な

し

」

な

ど

の

メ

ニ

ュ

ー

が

小

学

校

の

授

業

に

活

用

さ

れ

て

い

る

ほ

か

、

町

会

・

自

治

会

な

ど

の

勉

強

会

で

も

制

度

の

利

用

が

広

が

っ

て

い

ま

す

。

登

録

メ

ニ

ュ

ー

は

現

在
7
4

件

。

各

地

域

学

習

セ

ン

タ

ー

に

く

わ

し

い

内

容

の

冊

子

が

あ

り

ま

す

の

で

、

ご

覧

く

だ

さ

い

。

申

・
問

先
=

生

涯

学

習

課
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
9
8
7

利

用

方

法

は

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

で

も

ご

覧

に

な

れ

ま

す

。

ア

ド

レ

ス
=
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p
/
m
a
n
a
b
i
/
i
n
f
o
/

区
長
へ
の

手
紙
か
ら

区
長
へ
寄
せ
ら
れ
た
フ
ァ
ク
ス
・

手
紙
・
広
聴
ハ
ガ
キ
・
E
メ
ー
ル
な

ど
に
対
す
る
区
長
か
ら
の
返
信

区
民
か
ら
の
手
紙

①
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
ご
み
処
理
の

仕
方
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
中
、ど
の

よ
う
な
処
理
計
画
を
た
て
て
い
る
の

か
。

②
ご
み
の
収
集
・
運
搬
・
中
間
処
理
・

最
終
処
理
に
関
し
、
技
術
的
に
工
夫

し
て
い
る
点
は
何
か
。

区
長
か
ら
の
返
信

清
掃
事
業
は
、
1
2年
4
月
に
都
か

ら
区
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
区
で
は

こ
れ
に
先
駆
け
、「
足
立
区
一
般
廃
棄

物
処
理
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。こ

の
計
画
は
廃
棄
物
の
、①
発
生
抑

制

②
資
源
化

③
資
源
化
が
困
難

な
も
の
の
適
正
処
理

の
3
つ
の
基
本

理
念
を
定
め
、
清
掃
を
単
な
る
廃
棄

物
の
処
理
で
は
な
く
、
資
源
循
環
型

清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
推
進
に
位

置
づ
け
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ご
み
の
発
生
抑
制
を
図

り
、減
量
化
を
推
進
す
る
た
め
、だ
れ

で
も
参
加
で
き
る
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
を
築
い
た
り
、廃
棄
物
を
適
正
に

処
理
し
、環
境
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
、継
続
的
に
見
直
し
て
い
く
シ

ス
テ
ム
も
導
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
高
温
度
処

理
で
は
発
生
し
な
い
こ
と
か
ら
、足
立

清
掃
工
場
の
設
備
を
更
新
す
る
と
と

も
に
、
焼
却
灰
を
溶
解
す
る
施
設
を

併
設
し
、
建
設
資
材
な
ど
に
有
効
利

用
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
焼
却
に
よ
り
発
生
す
る

熱
を
積
極
的
に
利
用
し
、
環
境
に
や

さ
し
い
足
立
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

技
術
的
な
工
夫
と
し
ま
し
て
は
、

運
搬
収
集
車
に
関
し
、
低
公
害
車
を

導
入
し
た
り
、
効
率
的
な
収
集
運
搬

体
制
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
環
境
型
社
会
を
築
く
た

め
に
は
、区
民
の
方
、事
業
者
の
方
、そ

し
て
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
責
任
を
果
た

し
、
協
働
し
て
い
か
な
け
れ
ば
実
現

す
る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。足

立区長
　鈴
木
恒
年

( →) 地積= 公簿… 484. 12㎡　地目= 公簿…宅地・一部畑/ 現況…宅地　※ 入札日程などは、あだち広報3 月25日号でお知らせします　問先= 用地管財課用地取得　3880 ―5842
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都
市
計
画
の
告
示

区
と
都
で
は
、
次
の
都
市
計
画
を

決
定
・
変
更
し
、
縦
覧
し
て
い
ま
す
。

□
区
決
定
の
都
市
計
画

▽
六
町
地
区
地
区
計
画
の
決
定
/
足

立
区
環
状
七
号
線
C
地
区
沿
道
地
区

計
画
の
変
更
/
特
別
用
途
地
区
の
変

更
/
高
度
地
区
の
変
更
/
防
火
地
域

お
よ
び
準
防
火
地
域
の
変
更

区
域
=

六
町
一
～
四
丁
目
、
西
加
平
一
～

二
丁
目
、
南
花
畑
一
～
二
丁
目
、
東

保
木
間
一
丁
目
、
保
塚
町
、
一
ツ
家

二
丁
目
・
四
丁
目

《
以
降
、
沿
道
地

区
計
画
の
み
対
象
区
域
》
一
ツ
家
一

丁
目
・
三
丁
目
、
平
野
一
丁
目
、
中

央
本
町
五
丁
目
、青
井
五
～
六
丁
目
、

加
平
一
～
三
丁
目
、
谷
中
二
～
四
丁

目
、
大
谷
田
一
丁
目
・
三
～
四
丁
目
、

東
和
四
～
五
丁
目
、
中
川
四
丁
目
各

地
内

▽
都
市
計
画
道
路
の
変
更

(足
立
区
画
街
路
第
8
号
線
の
追

加
)
/
都
市
計
画
公
園
の
変
更
(
第
3

・
3
・
川
号
西
新
井
駅
西
口
公
園

の
追
加
)

区
域
=
関
原
三
丁
目
、西

新
井
栄
町
一
～
二
丁
目
各
地
内
(
公

園
は
西
新
井
栄
町
一
丁
目
地
内
)

都
決
定
の
都
市
計
画

▽
用
途
地
域
の
変
更

区
域
=
六
町

一
～
四
丁
目
、西
加
平
一
～
二
丁
目
、

南
花
畑
一
～
二
丁
目
、
一
ッ
家
二
丁

目
・
四
丁
目
各
地
内

―
―
い
ず
れ
も
―
―

告
示
日
=
2
月
6
日

縦
覧
場
所
・

問
先
=
区
・
都
市
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
2

※
都
決
定
区
分
に
つ
い
て
は
、
都
・

相
談
情
報
課
で
も
縦
覧
し
て
い
ま
す

建
物
の
新
築
な
ど
を

す
る
方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
区
域
で
、
建

物
を
新
築
し
た
り
増
改
築
な
ど
で
出

入
口
を
変
更
す
る
場
合
は
、
新
た
に

住
居
番
号
(
住
所
)
を
決
め
る
た
め

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
け

出
が
な
い
と
、
住
民
票
の
異
動
な
ど

の
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。
建
築
確

認
済
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
ら
、
案

内
図
と
配
置
図
(
建
築
確
認
書
一
式

の
中
に
あ
り
ま
す
)
を
用
意
し
、
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
建

物
は
そ
の
ま
ま
で
、
ア
パ
ー
ト
な
ど

建
物
の
名
称
を
変
え
た
場
合
も
届
け

出
が
必
要
で
す
。

な
お
、
住
居
表
示
板
(
緑
色
の
ア

ル
ミ
板
)
を
破
損
・
紛
失
し
て
し
ま

っ
た
方
に
は
、
窓
口
に
て
無
料
で
再

交
付
し
て
い
ま
す
。

問
先
=
戸
籍
住
民
課
住
居
表
示

1
3年
度
　魚
類
調
査
結
果

花
畑
川
・
垳
川
・
毛
長
川
の
3
河

川
を
調
査
し
ま
し
た
。
投
網
・
四
ツ

手
・
釣
り
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
1
4

魚
種
2
1
9匹
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
(
表
4
)

。コ
イ
科
の
ホ
ン
モ
ロ
コ
は
初
め

て
の
確
認
で
す
。
ま
た
、
花
畑
川
で

確
認
さ
れ
た
ブ
ル
ー
ギ
ル
は
北
米
原

産
で
ほ
か
の
在
来
魚
の
卵
や
稚
魚
を

食
べ
て
し
ま
い
、
各
地
で
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
水
質
は

ほ
ぼ
横
ば
い
で
す
が
、
水
中
の
酸
素

濃
度
が
確
保
さ
れ
て
い
る
た
め
、
多

く
の
魚
が
棲
息
し
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
問
先
=
環
境
課
調
査

表4　 魚類調査結果

催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
3 月11 日
から受け付け

足
立
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団

第
1
2回
定
期
演
奏
会

小
学
4
～
6
年
生
の
団
員
が
1
年

間
練
習
し
て
き
た
、
内
容
盛
り
だ
く

さ
ん
の
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

日
時
=
3
月
1
7日
脚
、
午
後
2
時
開

演

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル

内
容
=
第
1
部

・
:
マ
ー
チ
で
世
界
一
周
/
第
2
部
…
6

年
生
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
/
第
3
部
…

バ
ラ
エ
テ
ィ
ス
テ
ー
ジ

費
用
=
無

料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問

先
=
文
化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

卒
業
お
祝
い
会

～
ラ
イ
ブ
だ
よ
全
員
集
合

中
高
生
た
ち
が

「
卒
業
」
に
あ
た

り

、
自
分
た
ち
で
企
画
・
運
営
す
る

ラ
イ
ブ
で
す
。

日
時
=
3

月
2
4
日

、
午
後
1

時
3
0
分

内
容
=

「F
i
r
s
t
　
M
e
m
o
r
y

」…
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
安
藤
秀
樹
氏

や
地
域
の
様
々
な
世
代
に
よ
る
ス
テ

ー
ジ

費
用
=

無
料

申
込
=

当
日

直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
千
住
児

童
館
　
(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

子
ど
も
映
画
会

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま

す
。
日
時
=
3

月
1
6日
倒
、午
後
2

時
～
3
時

内
容
=
無
声
映
画

「
チ

ャ
ッ
プ
リ
ン
の
冒
険
」
/
ア
ニ
メ
「
ぼ

く
へ
そ
ま
で
ま
ん
が
」
費
用
=
無

料

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
千
住
児
童
館

(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

4
月
か
ら
始
め
よ
う

老
人
会
館
の
教
室

水
彩
画
教
室

日
時
=
毎
月
第
1
・
第
3
水
曜
日
、

午
後
1
時
～
2
時
3
0分
(
全
2
4回
)
　

書
道
教
室
(
前
期
分
)

日
時
=
毎
月
第
2
・
第
4
火
曜
日
、

午
後
1
時
～
2
時
3
0分
(
全
1
2回
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
=
6
0
歳
以
上
の
区
内
在
住
者

(現
在
受
講
中
の
方
を
除
く
)

※

同
時
に
2
つ
の
教
室
の
申
し
込
み
は

不
可

定
員
=
各
3
0人
(
抽
選
)

費

用
=
無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に

教
室
名
、住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
3

月
1
6日
必
着

場
・
申
・
問
先
=

老
人
会
館

〒
1
2
1・0
8
1
2

西
保

木
間
4
-
9
-
1(

3
8
5
9
)
9
7
3
2

第
5
回
　地
球
に
や
さ
し
い

リ
サ
イ
ク
ル
工
夫
展

「
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
」を
テ
ー

マ
に
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
様
々
な
作

品
・
ア
イ
デ
ア
を
展
示
し
ま
す
。
日

時
=
3
月
2
5日
～
2
9日
、
午
前
9
時

～
午
後
5
時

※
2
5日
は
午
後
1
時

か
ら
、
2
9日
は
午
後
3
時
ま
で

場

所
=
区
役
所
I
階
区
民
ロ
ビ
ー

問

先
=
あ
だ
ち
再
生
館

(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

第
一
回
　写
真
資
料
の
募
集

「
あ
だ
ち
の
今
を
記
録
す
る
」

皆
さ
ん
が
撮
影
し
た
写
真
は
、
郷

土
博
物
館
に
永
久
保
存
し
、
足
立
の

変
化
を
知
る
資
料
と
し
て
活
用
し
ま

す
。
ま
た
、
館
内
ホ
ー
ル
に
展
示
し

て
紹
介
し
ま
す
。
資
料
収
集
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

対
象
=
街
角
、
人

々
、
行
事
の
様
子
な
ど
、
日
常
の

「
あ
だ
ち
の
今
」
を
写
し
、
将
来
の

変
化
を
楽
し
め
る
写
真
。複
数
枚
可
。

近
年
の
も
の
も
可

※
応
募
写
真
は

返
却
し
ま
せ
ん
。
著
作
権
は
郷
土
博

物
館
に
帰
属
し
ま
す

規
格
=
サ
ー

ビ
ス
サ
イ
ズ
(
L
版
)
紙
焼
き

応

募
方
法
=
郵
送
で
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
撮
影
日
、
撮
影

場
所
、
被
写
体
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン

ト
2
0
0字以
内
を
明
記
し
た
も
の
を
同

封

応
募
期
限
=
4

月
3
0日

展
示
=
5

月
1
5日
～
6
月
1
5日

※
年
齢
、
電
話
番
号

な
ど
の
個
人
情
報
は

非
公
開

場
・
応
募
・

問
先
=
郷
土
博
物
館

学
芸
係

〒
1
2
0・0

0
0
1
大
谷
田
5
-
2
0
-
1

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

田
ん
ぼ
く
ら
ぶ
参
加
者
募
集

実
際
の
水
田
で
米
作
り
を
体
験
し

な
が
ら
、
農
業
や
そ
の
環
境
に
つ
い

て
学
ぶ
講
座
で
す
。

①
ま
ず
は
、
説
明
会
に
参
加
を

日
時
=
3
月
2
4日
脚
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
郷
土
博
物
館

申
込
=

電
話

②「
や
っ
て
み
よ
う
」で
申
し
込
み

日
程
等
=
表
5

場
所
=
流
山
市
北

小
屋
(
東
武
野
田
線
江
戸
川
台
駅
か

ら
徒
歩
1
9分
)
対
象
=
自
力
で
現

地
集
合
と
作
業
が
で
き
る
方

定
員
=
3
0

口
分

費
用
=
1
口
4
千
円

(
米
7～
8
に
k
g
を
分
配
予
定
)
、
交

通
費
実
費
(
自
家
用
車
利
用
可
)

―
―
い
ず
れ
も―
―

甲
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

表5　田んぼくらぶ活動予定

※ 田んぼでの作業時間は、
午前9時～午後1時ごろ

郷
土
博
物
館
の

月
曜
臨
時
無
料
開
館
・

文
化
財
公
開

《
満
開
の
桜
と
と
も
に
文
化
財
鑑
賞

に
出
か
け
よ
う
》

西
用
水
親
水
水
路
の
桜
並
木
の

開
花
に
合
わ
せ
、
月
曜
日
2
日
間
を

臨
時
に
無
料
で
開
館
し
ま
す
。
日

程
=
4
月
1
日
㈲
・
8
日
㈲

展
示
=

企
画
展
「
足
立
区
の
文
化
財
と
郷

土
博
物
館
新
収
蔵
資
料
」
(会
期
・
:
4

月
1
日
～
8
日
)

資
料
=
谷
文
晁
・

建
部
巣
兆
・
犬
養
毅
(
佐
藤
一
齋
詩

文
)
・
高
橋
是
清
な
ど
の
書
と
画
、
米

沢
・
江
戸
道
中
図
(
江
戸
時
代
の
日

光
街
道
と
千
住
を
描
写
)
な
ど

費

用
=
無
料

※
2
日
～
7
日
は
通
常

の
入
館
料
が
か
か
り
ま
す

場
・
問

先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

め
ざ
せ
　子
ど
も
一
茶

※
「
俳
句
の
ひ
ろ
ば
'
0
1
」
か
ら
転
載
。
学
年
は
発
表
当
時
の
も
の

へ
い
の
上
　
子
ね
こ
お
や
ね
こ
　
お
な
じ
か
お

本
木
小
学
校
二
年

か
し
ま
　
ま
ゆ

仮
校
舎
　
別
れ
の
つ
ら
さ
　
石
ひ
ろ
う

梅
島
小
学
校
五
年

宮
田
　
大
貴

○や
さ
し
く
も
　
こ
わ
く
も
言
っ
て
る
　
波
の
声

東
加
平
小
学
校
六
年

佐
藤
　
　
涼

友
達
と
　
ケ
ン
カ
し
た
後
　
さ
び
し
い
な

渕
江
第
一
小
学
校
三
年

川
崎
　
絵
美

面
作
り
　
世
に
も
奇
妙
な

顔
並
ぶ

六
月
中
学
校
二
年

近
藤
　
　
旭

《
評
‥
○
の
つ
い
た
句
》

波
の
音
を
波
の
声
と
感
じ
、
さ
ら
に
や
さ
し
い
声
こ
わ
い
声
と
聞
き
わ
け

て
い
る
詩
心
が
す
ば
ら
し
い
。
俳
句
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
人
間
と
同
じ

よ
う
に
考
え
た
か
ら
で
き
た
俳
句
で
す
。
　
　
炎
天
寺
住
職
　
吉
野
　
孟
彦

掲
示
板

□
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
1
級
課
程

(夜
間
コ
ー
ス
)
受
講
生
募
集

日
程
=
4

月
9

日
～
7

月
2
5
日

場
・
申
・
問
先
=
医
療
法
人
社
団
福

寿
会
　
(
5
6
8
1
)
5
0
0
7

□
4
月
ペ
イ
オ
フ
解
禁
で
、
預
金
の

保
護
範
囲
が
変
わ
り
ま
す

▽
万
一
金
融
機
関
が
破
綻
し
て
も
、

預
金
者
I
人
当
た
り
、
定
期
預
金
な

ど
の
元
本
を
合
算
し
て
1
千
万
円
ま

で
と
そ
の
利
息
は
保
護
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
最
低
保
証
で
す
の
で
、
受
け

取
れ
る
の
は
1
千
万
円
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん

▽
当
座
預
金
、
普
通
預

金
な
ど
は
1
5年
3
月
ま
で
全
額
保
護

さ
れ
ま
す

▽
く
わ
し
く
は
、
金
融

機
関
の
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
　
　
　
　
　
　
　
　

《
金
融
庁
》

□
都
立
学
校
の
統
合
・
移
転
・
分
校

独
立
な
ど
(
4

月
1
日
付
け
)

▽

飾
ろ
う
学
校
(
幼
・
小
・
中
・
高
・

専
攻
科
、就
学
前
相
談
な
ど
)
が
開
校
(

飾
区
西
亀
有
2
-
5
8
-
1
)

…

足
立
ろ
う
学
校
と
綾
瀬
ろ
う
学
校
は

閉
校
　
(
3
6
0
6
)
0
1
2
1

▽
足
立
養
護
学
校
(
高
)
が
移
転

(花
畑
7
-
2
3
-
1
5
、
足
立
ろ
う
学

校
跡
)
　
(
3
8
5
0
)
6
0
6
6

▽
南
花
畑
養
護
学
校
(
小
・
中
)
が

開
校
(
南
花
畑
5
-
2
4
-
2
9
)・
:足

立
養
護
学
校
花
畑
分
校
が
独
立

(
5
2
4
2
)
2
3
7
1

□
家
出
人
・
少
年
(
非
行
な
ど
)
相
談

時
間
=
午
前
8
時
3
0分
～
午
後
5
時

(平
日
は
午
後
8
時
ま
で
)

申
・
問

先
=
警
視
庁
少
年
育
成
課
少
年
相
談

係
　
　
(
3
5
8
0
)
4
9
7
0

□

「
新
宮
さ
ま
ご
誕
生
」
写
真
展

日
時
=
3
月
1
3日
・
午
後
1
時
～
1
9

日
・
午
後
3
時

場
所
=
区
役
所
I

階
区
民
ロ
ビ
ー
　
　
　
《
区
・
共
催
》

土地を売却します 「公有財産等有効活用基本方針」に基づき、区有地を次のとおり売却する予定です。 売却番号1　 土地( 更地) 所在= 西保木間二丁目2078番1 外( 住居表示
… 西保木間2- 3) 地積= 公簿… 1, 214. 30㎡　地目= 公簿… 田・畑/ 現況…宅地　 売却番号2　 土地( 更地) 所在= 大谷田一丁目609番2 外( 住居表示…大谷田1- 28) 　( →)



2002年( 平成14年) 3 月10日あ だ ち 広 報第1333号 ( 8)

幼
児
と
お
母
さ
ん
の
友
だ
ち
づ
く
り

住
区
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
児
童
館
で

は
、「
母
親
・
幼
児
グ
ル
ー
プ
」
が
親

子
の
友
だ
ち
づ
く
り
や
楽
し
い
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
(
表
1
)
。
申
し
込

み
方
法
や
実
施
日
な
ど
、
く
わ
し
く

は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　

《
住
区
推
進
課
》

表1　14 年度母親・幼児グループ実施一覧

※ 西保木間・西部・千住・中部は児童館。それ以外は住区センター
※ 表中「制限なし」とは、0歳から学齢前をいい、たとえば「1歳～」と
は、1 歳から学齢前までをいいます

駅
め
ぐ

り

綾
瀬

駅

数
年
前
か
ら
、
不
用
品
や
中
古
品

な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
定
着
し
て
き

ま
し
た
。
駅
周
辺
に
は
、
つ
い
つ
い

品
さ
だ
め
を
し
た
く
な
る
よ
う
な
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
が
数
軒
。
コ
ミ

ッ
ク
好
き
に
は
見
逃
せ
な
い
1
3万
冊

の
在
庫
を
誇
り
、
C
D
も
販
売
す
る

店
は
必
見
。
ま
た
、
竹
ノ
塚
駅
前
に
2

店
舗
目
の
進
出
を
は
か
る
総
合
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
は
、
倉
庫
い
っ

ぱ
い
の
品
ぞ
ろ
え
、
子
ど
も
会
の
廃

品
回
収
品
の
買
い
取
り
も
歓
迎
と
い

う
楽
し
い
お
店
。
掘
り
出
し
物
を
探

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

東
京
武
道
館
や
、
す
い
す
い
ら
ん

ど
が
敷
地
内
に
あ
る
都
立
東
綾
瀬
公

園
は
、綾
瀬
駅
東
口
か
ら
徒
歩
1
分
。

間
も
な
く
見
ご
ろ
の
桜
は
区
内
第
1

位
の
本
数
で
す
。
季
節
に
か
か
わ
ら

ず
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や
様
々
な
ス
ポ

ー
ツ
が
楽
し
め
ま
す
。

昨
年
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
は
る
か
ぜ
」
が
西
新
井
駅
東
口
と

綾
瀬
駅
を
つ
な
ぎ
、
両
駅
間
が
ぐ
っ

と
身
近
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
「
は

る
か
ぜ
」
を
利
用
し
て
散
策
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
「
駅
め
ぐ
り
」
は
、
今
号
で
終
了

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
《
広
報
課
》

▲ ウォーキング中、特に目を引く
東京武道館

▼ 掘り出し物を見つけよう

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係　3880- 5815

小・中学生のいじめ相談
月曜日～金曜日(祝日を除く)、午前9時～午後4時30分

3880- 5577( 教育委員会教育指導室内)

め
ざ
せ
綱
取
り

栃
東
関
に
化
粧
ま
わ
し
を
贈
呈

大
相
撲
初
場
所
で
初
優
勝
し
た
大
関
・
栃
東

関
に
、
2
月
1
8日
、
区
職
員
か
ら
化
粧
ま
わ
し

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。昨
年
の
大
関
昇
進
の
際
、

職
員
か
ら
お
祝
い
を
し
よ
う
と
の
声
が
あ
が

り
、
募
金
を
募
り
実
現
し
た
も
の
。
図
柄
に
は

区
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
青
を
下
地
に
、

区
の
木
・
桜
を
あ
し
ら
っ
て
い
ま
す
。
栃
東
関

は
贈
呈
式
で
、
集
ま
っ
た
区
民
の
皆
さ
ん
を
前

に
、「
優
勝
で
き
た
の
は
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
化
粧
ま
わ
し
に
は
「
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ご
両
親
で
あ
る
親
方
夫
妻
も
招
き
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
し
た

4 年 後 に ま た 会 お う ね!

荒 川 に サ ケ を放流
2
月
1
7日
、
荒
川
河
川
敷
「
わ
ん

ど
広
場
」
で
、
五
反
野
小
学
校
や
近

所
の
幼
稚
園
な
ど
、
区
内
の
子
ど
も

た
ち
が
サ
ケ
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し

た
。こ

れ
は
、
昨
年
1
2月
に
、
生
命
の

尊
さ
や
河
川
浄
化
を
考
え
て
も
ら
お

う
と
、
地
域
の
保
護
者
の
団
体
が
サ

ケ
の
卵
を
配
布
し
、
子
ど
も
た
ち
が

ふ
化
さ
せ
た
稚
魚
で
、
当
日
は
約
3

千
匹
が
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ケ
は
放
流
さ
れ
て
か
ら
、
約
4

年
後
に
生
ま
れ
た
川
に
戻
っ
て
産
卵

し
ま
す
(
母
川
回
帰
)
。
4
年
後
の
再

会
を
願
っ
て
、
放
流
し
た
稚
魚
に
手

を
振
る
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
、
み
ん
な
で
き
れ
い
な

荒
川
を
守
ろ
う
ね
。

必
ず
こ
こ
に
帰
っ
て
き
て
ね

頑
張
れ
!
兄
弟
の
高
校
球
児

3
月
2
5日
か
ら
始
ま
る
選

抜
高
校
野
球
大
会
に
、
皿
沼

三
丁
目
の
高
校
生
(
加
賀
中

出
身
)
が
、
二
松
学
舎
大
附

属
高
校
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し

て
兄
弟
で
出
場
し
ま
す
。

新
3
年
生
の
兄
・
伊
澤
智

君
は
毎
日
千
回
の
素
振
り
で

鍛
え
た
打
撃
が
、
新
2
年
生

の
充
君
は
大
事
な
場
面
で
の

安
定
し
た
守
備
が
持
ち
味
で

す
。小

さ
い
こ
ろ
は
よ
く
喧
嘩

を
し
た
と
い
う
こ
の
兄
弟

も
、
同
じ
チ
ー
ム
と
な
っ
て

か
ら
は
互
い
に
支
え
合
い
な

が
ら
、
こ
こ
ま
で
頑
張
っ
て

き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
二
人
の
勇
姿
に

声
援
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

弟の伊澤 充
君( 二塁手)

兄の伊澤 智
君( 右翼手)

古紙配合率75% 再生紙を使用しています N. Ya　222, 000


